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How to make a lesson plan for cultivating the teaching mind （Ver. 1）:


























 　 ②学習者の認知過程を外化し，可視化する 　授業において，教師は，直接見ることができない
学習者（＝児童生徒。以下同じ）の認知過程を推測する。アクティブラーニングは，この推測の
手がかりとなる（松本2016）。 































































































































































































































































2 1―a2，b1，c1 1 ①





























































































 ・展開は，複数のパートで構成してもよい。その場合は，展開 1，展開 2，…，とする。 





















































































































 教師教育者のための解説 ― 本稿の総括に代えて 
 　本稿では，教職学生・新任教師のために，ティーチングマインドをみがく指導案のつくり方を
論じた。教師教育者に対しての解説を述べて，本稿の総括に代える。 












（Berson and Breault 2000）。教職学生が，自分の経験のみに基づいた「学習者としての自己」を
客観化し，多様な学習者の姿を理解し，「教師としての自己」も等しく考慮できるようにするこ
とが必要である（Holt-Reynolds 1991）。 
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